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半
時
庵
淡
々
、
上
方
の
俳
譜
師
で
あ
る
。
大
坂
に
生
ま
れ
て
大
坂
に
没
し
た
。
し
か
し
彼
の
俳
譜
活
動
は
、
大
坂
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

彼
は
若
い
頃
に
江
戸
へ
出
て
、
其
角
の
門
に
入
っ
た
ら
し
い
。
上
方
で
の
活
動
が
始
ま
る
の
は
、
宝
永
五
年
に
京
へ
移
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
後
、
享
保
十
八
年
に
江
戸
へ
下
っ
た
が
、
翌
年
、
再
び
上
方
へ
帰
り
、
今
度
は
大
坂
に
住
ん
だ
。

つ
ま
り
彼
は
、
享
保
期
は

京
俳
壇
で
活
動
し
、

元
文
初
年
以
後
は
、
宝
暦
十
一
年
に
没
す
る
ま
で
、
大
坂
俳
壇
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
京
、
大
坂
の
俳
壇
は
互
い

に
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
淡
々
の
上
方
で
の
俳
譜
活
動
を
、
京
、
大
坂
と
二
分
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
彼
は
常

に
、
京
に
も
大
坂
に
も
門
人
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

一
門
の
俳
書
は
、
両
地
で
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
勢
力
が
大
き

か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
俳
書
の
数
量
だ
け
で
な
く
、
規
模
の
大
き
さ
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
そ
の
淡
々
の
、
俳
壇
ヘ
及
ぼ
し
た
影
響

は
、
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
、
高
判
集
を
流
行
さ
せ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

（

2
）
 

高
判
集
と
は
、
上
方
で
享
保
か
ら
天
明
に
か
け
て
流
行
し
た
高
点
付
句
集
の
こ
と
で
、
点
取
歌
仙
な
ど
の
批
点
連
句
か
ら
、
高
点
を
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得
た
秀
逸
な
付
句
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
点
付
句
集
自
体
は
、
淡
々
の
発
明
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
淡
々
以
前
に
も
、
江
戸

の
不
角
の
『
筆
縄
輪
』
（
宝
永
4
）
な
ど
は
、
高
点
付
句
を
中
心
に
収
録
し
て
お
り
、
高
点
付
句
集
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
し
、
点
取

で
は
な
い
が
、
元
禄
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ち
ょ
の
む
月
』
に
も
付
合
の
抜
粋
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
来
、
俳
譜
は
付
合
文
芸
で
あ

り
、
連
句
の
中
か
ら
秀
逸
な
付
合
を
抜
粋
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
犬
つ
く
ば
』
以
来
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
先

行
の
も
の
か
ら
の
影
響
を
否
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
淡
々
判
の
高
判
集
は
、
む
し
ろ
彼
一
流
の
独
特
な
形
態
を
持
っ
て
い
た
と

い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
様
の
俳
壇
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
点
か
ら
考
え
て
も
、
無
視
で
き
な
い
文
芸
形
態
と
い
え
よ
う
。

淡
々
判
の
『
春
秋
関
』
を
晴
矢
と
し
て
、
以
後
、
高
判
集
は
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
。
享
保
初
年
以
後
の
上
方
の
高
判
集
を
、
管
見
の

（

3
）
 

範
囲
で
あ
る
が
表

I
に
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
判
者
の
う
ち
、
羅
人
、
富
天
、
竿
秋
、
舎
梓
は
、
淡
々
門
下
で
あ
る
。
ま
た
、
風

状
、
五
始
、
波
光
は
羅
人
門
、
移
竹
は
竿
秋
門
、
草
秀
は
富
天
門
、
江
秀
は
草
秀
門
で
、
源
を
た
ど
る
と
こ
れ
ら
は
皆
、
淡
々
へ
行
き

つ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
、
紹
簾
、
白
羽
、
布
門
、

実
川
ら
は
、
淡
々
と
同
時
代
の
大
坂
の
俳
譜
師
で
、
享
保
十
九
年
に
淡
々
が

大
坂
へ
移
っ
て
以
来
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
京
に
い
た
時
J

か
ら
、
淡
々
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
も
や
は
り
、
淡
々
の

影
響
を
受
け
て
高
判
集
を
出
版
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
判
集
が
最
も
流
行
し
て
い
る
の
は
、
表
ー
で
わ
か
る
よ
う
に
、
宝
暦
前
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
月
次
句
合
の
興
行
が
起
こ
り
、

で
4
－

高
判
集
の
出
版
に
も
、
同
ビ
よ
う
な
興
行
形
態
が
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
風
状
の
『
三
年
物
』
な
ど
は
、
月
次

句
合
奥
行
の
形
態
を
持
つ
高
判
集
で
、

つ
ま
り
、
毎
月
、

一
般
か
ら
歌
仙
を
募
集
し
、
そ
れ
に
判
者
が
点
を
与
え
、
そ
の
高
点
の
句
を

抜
粋
、
そ
し
て
出
版
す
る
と
い
う
過
程
を
経
た
月
次
歌
仙
合
で
あ
っ
た
。
歌
仙
合
の
他
に
、
同
じ
よ
う
な
興
行
形
態
に
拠
っ
て
い
る
も

の
に
、
初
裏
合
が
あ
り
、
こ
れ
は
歌
仙
の
初
裏
十
二
句
の
出
来
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
雑
俳
奥
行
に
近
い



興
行
形
態
に
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
高
判
集
が
盛
ん
に
出
さ
れ
た
背
景
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
本
稿
に
お
い
て
は
と
く
に
、
そ
う
し
た

流
行
の
先
駆
け
と
な
っ
た
淡
々
の
高
判
集
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
や
実
態
、
そ
し
て
意
義
を
考
察
し
て
み
た
い
。

表
I 

上
方
の
高
判
集

淡々判の高やj集

寛 延 寛 7C 
f享呆

年
延

享ヨじ
保 文

ヌじ 3 3 2 7C 5 2 20 13 11 次

ひ 品 ，鳥 筆 弓 哩7'圭ず か 花 門 万 春
書

ろ
百

は

は 低 の 華 張 の ーコ 車工 相P 国 秋

と
歌

の
名

り 屈 花 仙 領 月 峰 海 葉 曲 燕 関

1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1冊
数

貞 分 分 紹 都 奨｜ f炎羅 j胡 相P 魚
編

四

至 勺 外 外 簾 ぺ全’長4・ill 々 人 H古 岡 ill 者

羅 練 淡 富 紹 淡 輔ヲ4亡' 淡 羅 淡 淡 淡 判

人 石 々 天 簾 々 ill 々 人 々 々 々 者

京 京京
大 大 江 大大京 京

大
京坂大江戸 大 京

坂 坂 戸 坂坂 坂 坂
書

藤屋 鱗形 銭屋
丹 丹 山渋山

藤屋
坂

屋柏坂口 屋須原
坂 上

j皮 屋j皮 iii 佐村 ill 村半 口
太口 嶋金，忠 屋庄 屋

彦郎九
忠 太 安太

衛兵 i左原 衛兵 伝兵
伝 衛兵与市衛右 衛兵 衛兵 衛兵衛兵衛新兵 衛兵右衛

長孝

衛兵衛 衛 門 Fう
門

3 
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ヨ，」」三， 

年
暦

11 9 7 6 5 4 3 2元 4 3次

紙 I苛 玉 皆 蜂 机 み 古 四 意 行 御 ~ 鳴 信1 同口J 品 な 五 高

印 半t 芋リ 書
手リ てコ 百 五 沢 半1

第 万 万媒 す
月 青 年 山 面 か 倍 百 の E口>.. 樫 年 た 五 句 百 句

橋 集 は 集
号工iミt 集 み な 前 の か 百 第

争刀 名
編 土 物 記 美 前後 わ 集 森 上 田 最友 竹 ね 樵 編 編 筏 f山編

1 1 1 2 1欠 欠 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 冊数1 1 

富 j皮 武 淡 書 九 机 呂 橘 泉 社 風 中本 車 菊 淡 柏 分 釜 蒲 分
編墨

花 庵社 枝 々 急

天 光 賦 々 長孝 車干 中 風 堂 ら笛 状 目見 来 人 々 堂 外 調 丈 外
者

富 j皮 風 淡 富 淡 宋 風 五 竿 布 風 淡 風 羅 淡 蒲 淡 白 蒲 淡 半』
門

天 光 状 々 天 ノ可ヲ 屋 状 始 秋 ら 1犬 々 ；犬 人 々 丈 々 羽 丈 々者

大
京 示

大 大
京 京 京 大

京 示
大 大 大 大 江大大

坂 坂 坂 坂 坂 坂 坂 坂 戸坂｜坂
書

丹波
里子 野 丹 丹 里子

屋河内
聖子 和大 里子 里子 丹

屋丹i皮主! 屋丹波
西渋

丹屋i皮田 田 j皮 j皮 田 田 回 回 j皮
村源 ！与ii 

屋伝 藤 藤 屋 屋 藤 藤 屋 藤 藤 屋
八 八 伝 伝 J¥ 次 J¥ 手。 八 J¥ 伝 伝 伝 六市 f云 長事

衛兵 兵
衛兵

兵
衛兵 衛兵 衛兵 衛兵 衛兵 衛兵衛 衛



淡々やjの高判集

天 安 明
，玉」ー，

明 刀1 和 暦
4元 8 3 2 9 7 4 真月

矛 ，烏 花 五 雪τz量ョマ 四 針 金自 同口J 其 会＂＇と

雀
半。

の の の 色 隣 と 代 の 蓬 利

の
か

i定 音 文 舟 巣 集 糸 選 襟 キ山 垣 t兵

2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 

虎 寄 寄 分 成 半 草 ネ土 潮 ，馬 蟻 移

J伺

0 主官 3官斗 援 化 秀 笛 鼠 城 雄 竹

江 寄 帰 S広三Eご 因 半 草 女 j朝 白馬 青 移

秀 ？官 山 4李相h化 秀
媒ら 鼠 城 千 竹

大
京

大 大大 大京江 大
坂 坂 坂坂 坂戸 坂

亀 橘 丹
手屋泉口 i屋内可

居敦賀 伊岸勢 出芝和j 

玉
屋 屋 i皮 置東
安 治 屋
兵 兵 伝 卯清 九正 七
衛 衛 兵

衛兵衛兵 衛兵郎三泉 良日
衛

（ー）

淡
々
の
高
判
集
の
体
裁
は
、
す
べ
て
半
紙
本
で
、
そ
の
冊
数
は
、
『
玉
山
記
』
『
蜂
媒
集
』
が
二
冊
、
他
は
一
冊
本
で
あ
る
。
淡
々
判
の

も
の
を
表
に
上
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

5 



H玉－， 寛
暦

延3 9 7 3 7C 4 

玉 蜂 御 市1 平高日
同口J 

判
万句

半4
媒 万

山 樫 集 句
集

百 第 集初

記 前 if!ft 樵 編 高扇

t炎 九 林淡 分 分

車花干
ま，，斗E、I 

々 眼々 外 外

--, 一寸
功

時ム一」寸四一寸 都一寸 毎一寸 独「都「毎「母ム」

人 日 有 人 吟都人 吟」 都人
百 も

一日 逸秀一日 混ー
日 句 (J) 日 両種目
百 放

遺を 百 百五 L 百句
吟－一 E口l句 E 句

放 ずら 放 韻放 一放

一四 す

~ 高L ~ ιコ Eコ
L 

席 拾 L 」

又 ひ
席四 席

各
は 前 席 席

一寸 席
lま て

日 集

千句
席
の

；炎み
ム 々
ノ、 援
席

同 同 同 同 同 言E

前 前 前 前 前 雪

松中

ヨ｛三

樹

祥
雪τzまョt

延 寛 7C 
享 保 文
7C 2 5 20 

，鳥 弓 か 門

lま

の 張 つ 相P

の

花 月 海 曲

分 者E 淡 湖

タト 菜 々 H百

母A一一一寸ー 独 紀ー
「

人 吟 陽人 人
百 百句 百句 百句句 日
放 千 放放 放

r コ 句 L主c_主コ 三L仁－三三才r 三Lド玉ヨ

四席 席 席席 席

同 同 同

前 前 前
牛斗

金
主艮
閣

寛
裳

13 

万

国

燕

初P

岡

一寸

日

千
匂

席

同
前
ロコ
も
。コ

万国--, 

衣
冠」
を
方日
7 

f享呆
11 

春

秋

関

魚

Ji I 

都--, 

量E

混雑

吉E

必
長官
麟

南
風

雷
沢

年

次

書

名

編

者

f比

占

対

象

連

句

占

印

6 

表
II 
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（参考）

原本不明のもの

花 判高 高
同 同 半リ

月
万句

百集
第 第 第 樵

五 四 後
遷 編 編 編 編

百 判日1
同 同 同

番十 万句

発 前 前 前 集

f』句口入
第

編
の
広 の
とEじ~ 広

主仁tヨ

こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
編
者
は
、
淡
々
自
身
が
編
者
で
あ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
淡
々
以
外
で
は
、
魚
川
（
士
口

田
魚
川
）
は
彫
工
、

淡々判の高判集

分
外
（
丹
波
屋
伝
兵
衛
）
と
九
花
軒
は
書
捧
で
、
そ
れ
以
外
の
柳
岡
、
湖
照
ら
は
淡
々
門
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

と
く
に
分
外
は
淡
々
門
人
で
も
あ
り
、
半
時
庵
一
門
の
高
判
集
を
多
く
手
が
け
て
い
る
。

書
捧
の
編
に
な
る
も
の
が
多
く
、

ま
た
、
元
文
以
降
の
も
の
に
は
続
編
が
多
い
。
た
と
え
ば
、

『
烏
の
花
』
の
題
答
に
は
っ
蛙
の
海
続
編
し
と
あ
り
、
『
高
判
一
百
樵
』

の
題
答
に
は
「
禽
華
続
編
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
本
未
見
の

『
高
判
一
百
樵
後
編
』
を
含
め
る
と
、
『
か
は
づ
の
海
』
守
鳥
の
花
』

『
高
判
一
百
樵
L

『
同
後
編
』
が
一
連
の
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
『
高
判
万
句
集
』
は
、
広
告
に
よ
っ
て
、
第
五
編
ま
で
出
版
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
物
は
、
『
か
は
づ
の
海
」
以
外
は
す
べ
て
、
丹
波
屋
伝
兵
衛
の
板
行
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
判
集

が
四
編
五
編
と
続
い
て
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
書
障
が
編
者
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
と
と
も
に
、
高
判
集
の
購
読
者
が
多
か

っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
に
他
な
ら
な
い
。

判
の
あ
り
方
は
、
点
印
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。
使
用
し
て
い
る
点
印
は
、

一
通
り
で
は
な
い

O

守
春
秋
関
』
で
用
い

必
知
麟
（
問
点

雷
沢
（
問
点
）
」
で
、
『
万
国
燕
』

で
は
こ
の
上
に
「
万
国
衣
冠
」

7 

て
い
る
の
は
、
「
龍
（
部
点

南
風
（
問
点

170 

点
）
を
加
え
て
い
る
。
淡
々
は
『
万
国
燕
』
に
お
い
て
、
「
万
国
衣
冠
」
は
芭
蕉
の
白
書
自
刻
の
点
印
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
も
含



8 

め
で
す
べ
で
享
保
十
七
年
に
門
人
竿
秋
に
譲
っ
て
い
る
（
記
念
集
『
衣
更
田
』
）
。
そ
の
次
に
使
っ
た
「
寛
裳
」
以
下
の
点
印
も
、
今
度
は

其
角
の

寸
半
面
美
人
」
の
点
印
の
模
刻
と
と
も
に
、
後
に
は
富
天
へ
と
譲
ら
れ
た
。
当
時
の
一
般
と
し
て
淡
々
も
、
点
印
を
血
脈
相
続

の
手
段
と
し
て
門
弟
に
譲
渡
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

句
の
掲
載
の
し
か
た
は
、
『
春
秋
関
』
以
来
、
前
句
を
省
き
付
句
の
み
を
抜
粋
、
掲
出
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

（

5
）
 

従
来
、
穎
原
退
蔵
氏
ら
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
淡
々
の
考
え
出
し
た
新
し
い
や
り
方
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
淡
々
以
前
に
は
、

前
句
を
省
い
て
い
る
高
点
付
句
集
は
見
出
せ
な
い
。
そ
し
て
、
淡
々
判
の
も
の
に
続
く
上
方
の
高
判
集
は
、
天
明
期
に
な
っ
て
晴
山
一

（

6
）
 

派
に
反
省
が
起
る
ま
で
、
こ
の
前
句
を
省
く
と
い
う
や
り
方
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
春
秋
関
』
に
お

い
て
は
頭
注
が
多
く
、
付
句
一
句
の
み
を
抜
き
出
す
こ
と
に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
ワ
キ
」
「
第
三

ノ
句
」
と
い
っ
た
連
句
に
お
け
る
位
置
を
示
す
注
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
「
秋
ニ
ツ
ケ
タ
ル
句
」
と
い
っ
た
付
合
の
説
明
が
あ
り
、

さ

Lコ

に
「
桟
敷
ノ
句
」
「
陳
道
歌
」
等
、

一
旬
の
注
釈
に
ま
で
及
ぶ
場
合
も
あ
る
。
『
万
国
燕
』
に
も
こ
う
し
た
、
句
の
内
容
に
及
ぶ
注
が
見
ら

れ
る
が
、
そ
の
後
の
高
判
集
に
な
る
と
、
「
ワ
キ
L

「
挙
句
」
等
の
住
置
を
一
示
す
注
の
み
、
そ
れ
も
き
わ
め
て
少
な
く
な
る
。

句
を
掲
載
す
る
順
序
は
、
『
春
秋
関
』
の
み
順
不
同
に
匂
を
並
べ
、
句
の
上
に
「
龍
」
「
雷
」
の
ご
と
く
点
を
略
記
す
る
が
、
次
の

万

国
燕
』
か
ら
以
後
は
、
点
の
低
い
順
に
ま
と
め
て
出
し
、
最
後
に
「
右
龍
」
の
ご
と
く
点
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
作
者
名
は
『
春
秋

関
』
で
は
、
京
の
作
者
の
み
を
記
し
、
他
は
無
記
名
に
し
た
。
し
か
し
、

以
後
の
高
判
集
で
は
作
者
名
は
ほ
と
ん
ど
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
『
春
秋
関
』
は
、
高
判
集
出
版
の
嘱
矢
で
あ
る
と
共
に
、
ま
だ
模
索
の
段
階
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

図
版
A

・B
は
、
『
高
判
万
句
集
初
編
』
の
一
部
で
あ
る
。
同
書
で
は
、
図
版
A
に
あ
る
よ
う
に
、
「
延
享
五
戊
辰
二
月
於
清
得
舎
興
行
、

毎
人
一
日
百
句
放
言
秀
逸
句
々
如
左

准
先
不
記
前
句
」
と
し
て
、
そ
の
後
に
「
龍
L

か
ら
「
雪
龍
両
印
」
ま
で
の
高
点
句
を
抜
出
し
、



そ
の
次
に
図
版
B
の
よ
う
に
「
都
部
混
雑
L

と
し
て
、
や
は
り
「
龍
」

（

7
）
 

か
ら
「
祥
雲
」
ま
で
低
点
順
に
上
げ
て
い
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
「
毎
人
一
日
百
匂
放
言
」
と
「
都
郡
混
雑
」
と
い
う

の
は
、
判
の
対
象
と
な
る
連
句
の
出
典
を
示
し
て
い
る
。
「
都
郡
混
雑
」

は
「
淡
々
庵
主
に
京
師
、
諸
国
よ
り
判
を
乞
の
巻
々
に
し
て
」
（
『
春
秋

関
』
大
圭
序
）
と
あ
る
よ
う
に
、
京
、
地
方
を
と
わ
ず
淡
々
の
も
と
に

淡々判の高判集

寄
せ
ら
れ
た
「
判
を
乞
の
巻
々
」
す
な
わ
ち
乞
点
連
句
か
ら
、
高
点
の

付
句
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
「
毎
人
一
日
百
句
放
言
」
は
、
図
版
A
に
あ
る
よ
う
に
、
「
延
享

五
戊
辰
二
月
於
清
得
舎
興
行
、
毎
人
一
日
百
句
放
言
、
秀
逸
句
々
如
左
、

准
先
不
記
前
句
」
、
つ
ま
り
延
享
五
年
二
月
に
、
淡
々
門
人
で
あ
る
清
得

舎
富
天
の
住
居
で
毎
人
一
日
百
句
の
放
言
の
会
が
催
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

の
秀
逸
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
o

「
准
先
不
記
前
句
」
と
は
、
そ
れ
以

前
の
、
『
春
秋
関
』
以
来
の
高
判
集
を
踏
襲
し
て
、
前
句
を
省
い
た
こ
と

を
指
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
毎
人
百
句
放
言
」
は
、
表

H
で
わ
か
る

よ
う
に
、
「
一
人
百
句
放
言
交
席
」
と
書
か
れ
る
こ
と
も
多
く
、
淡
々
の

9 

高
判
集
は
、

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
放
言
交
席
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
こ
れ

許
引
虻
川
仙
川
「
防
メ
～
引
け

妻
、
火
、

2
7

必
翻
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決
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は
、
淡
々
の
門
人
が
十
人
集
ま
り
、
十
吟
一
日
干
句
（
十
百
韻

を
催
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
都
郡
混
雑
」
は
一
般
か
ら
の
乞
点
連
句
よ
り
、
秀
逸
な
も

の
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
毎
人
一
日
百
句
放
一
言
」
は
、

一
門
の

日
千
句
か
ら
の
抜
粋
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
丹
波
屋
伝
兵
衛
の
刊
行
し

た
高
判
集
の
う
ち
、
「
か
は
づ
の
海
」
以
下
の
一
連
の
も
の
は
、

一
日
千

句
四
席
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
を
持
ち
、

一
方
『
高
判
万

句
集
初
編
』
と
『
同
二
編
』
は
、

一
日
千
句
一
席
と
都
部
混
雑
の
両
方

か
ら
の
抜
粋
と
、
そ
の
上
に
独
吟
等
も
と
く
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。

（ニ）

淡
々
の
高
判
集
が
頻
繁
に
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
点
取
の
流
行
と
、

盛
ん
に
行
わ
れ
た
一
門
の
一
日
干
句
会
が
あ
っ
た
。
淡
々
が
高
判
集
を

出
し
始
め
た
享
保
年
間
、
彼
は
京
に
住
居
を
構
え
て
お
り
、
そ
の
折
の

彼
の
動
向
は
、

一
時
彼
の
門
下
に
あ
っ
た
杜
口
の
随
筆
♂
羽
草
』
に
、

次
の
よ
う
に
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

淡
々
洛
に
来
る
の
始
、
情
洛
の
俳
譜
を
見
聞
す
る
に
、
前
句
笠
附
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ン

キ

リ

ヲ

ン

カ

ピ

メ

頻
に
行
は
れ
、
誠
の
俳
譜
は
是
が
為
に
圧
屈
め
ら
れ
、
其
道
大
に
衰
え
た
る
を
見
て
、
潜
に
思
惟
し
て
、
新
に
点
格
を
立
て
、
七

ン
ユ
セ
イ

点
よ
り
百
点
ま
で
の
花
押
を
製
し
て
、
朱
青
の
両
肉
を
も
て
、
印
章
を
彩
り
一
巻
を
潤
色
す
。

（
中
略

淡
々
が
風
流
な
る
点
格

を
始
め
、
日
一
俳
風
の
他
に
異
な
る
に
耳
を
骸
し
、
人
皆
奇
な
り
と
し
て
、
是
ヘ
む
れ
集
る
好
土
多
く
、
兎
角
す
る
内
に
、
前
句
笠

ヲハ

b
ノ

附
も
一
旦
よ
り
は
廃
れ
、
花
洛
凡
そ
淡
々
が
風
に
磨
く
。

淡
々
が
京
で
始
め
た
点
格
に
人
気
が
集
ま
り
、
そ
れ
ま
で
流
行
し
て
い
た
笠
付
な
ど
が
廃
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

点
取
は
、
蕉
門
の
其
角
も
引
墨
し
て
い
た
。
の
み
な
ら
ず
、
点
印
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
彼
は
先
駆
者
と
さ
え
言
わ
れ
て
お

淡々判の高判集

り
、
た
し
か
に
、

『
物
見
車
』
に
、
早
く
も
彼
の
点
印
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
点
取
俳
請
を
奨
励
し
た
わ
け
で

元
禄
三
年
の

は
な
か
っ
た
が
、
時
勢
ゆ
え
に
か
、
彼
の
門
人
た
ち
江
戸
座
に
い
た
者
も
上
方
ヘ
来
た
淡
々
も
｜
点
取
を
専
ら
と
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
其
角
編
の

『
末
若
葉
」
（
元
禄
叩
）
の
上
巻
に
は
、
彼
が
点
を
し
た
、
門
人
の
独
吟
歌
仙
十
巻
が
出
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
各
歌
仙
の
巻
末
に
は
、
高
点
を
得
た
秀
逸
句
が
抜
き
出
さ
れ
、
そ
の
句
の
上
五
な
ど
が
略
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
書
の

「
歌
仙
了
解
弁
」
に
お
い
て
其
角
は
、
巻
末
に
秀
逸
句
を
抜
き
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
い
づ
れ
も
／
＼
面
白
し
な
ど
め
で
お
く
も
な

ぬ

し

み

や

す

げ
や
り
な
り
け
れ
ば
、
そ
の
主
づ
か
れ
た
る
匂
ど
も
に
見
安
を
定
め
、
作
者
の
励
ミ
あ
ら
し
め
ん
と
、
巻
末
に
趣
を
た
て
侍
る
也
」
と

説
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
同
じ
よ
う
な
評
を
述
べ
る
と
い
う
や
り
方
で
な
く
、
点
を
定
め
て
作
者
の
励
み
と
し
、
巻
末
に
出
し
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
や
り
方
を
、
淡
々
も
踏
襲
し
た
。
た
と
え
ば
、
淡
々
判
の
半
歌
仙
を
十
八
組
番
え
た

『
半
あ
は
せ
』
（
享
保
6
、
木
口
遷
ら
編

を

見
る
と
、
其
角
と
同
じ
や
り
方
で
、
各
半
歌
仙
の
巻
末
に
秀
逸
句
を
抜
き
出
し
、

さ
ら
に
評
を
も
与
え
て
い
る
。
『
半
時
庵
判
定
L

f反

11 

題
、
刊
年
不
明
、
杏
遷
ら
編
）
も
、
こ
の
『
半
あ
は
せ
』

の
姉
妹
編
で
、
同
様
の
形
式
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
淡
々
判
の
点
帖
を
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見
る
と
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
、
巻
末
に
高
点
の
付
句
を
書
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
点
取
の
巻
末

に
高
点
句
を
抜
き
出
す
と
い
う
形
態
で
あ
っ
た
も
の
を
ま
と
め
て
、

そ
れ
を
出
版
し
た
の
が

『
春
秋
関
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

fr、
秀
逸
な
句
を
出
版
す
れ
ば
、
初
心
者
の
手
本
に
な
る
し
、

ま
た
読
み
物
と
し
て
も
そ
れ
な
り
の
面
白
味
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
句
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
稿
の
後
の
章
で
述
べ
る
が
、

一
旬
と
し
て
十
分
読
者
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
面
白

味
の
あ
る
句
が
少
な
く
な
い
。
読
者
が
歌
仙
全
体
、

つ
ま
り
付
合
の
流
れ
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
期
待
し
な
け
れ
ば
、
秀
逸
旬
の
み
の
抜

粋
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
簡
便
な
方
法
で
あ
っ
た
。
点
取
に
関
心
が
高
ま
り
、
淡
々
の
も
と
に
送
ら
れ
て
く
る
乞
点
連
句
が
増
え
る

と
、
『
春
秋
関
』
の
や
り
方
が
考
え
出
さ
れ
る
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
秀
逸
句
を
抜
き
出
す
と
い
う
そ
の
方
法
は
、

遡
れ
ば
、
其
角
に
結
び
つ
く
の
で
あ
っ
た
。

一方、

一
門
の
速
吟
句
会
の
最
も
早
い
も
の
は

『
万
国
燕
』
に
お
け
る
も
の
で
、
こ
れ
は
一
日
二
千
句
の
会
を
大
規
模
に
行
っ
て
い

る
。
淡
々
の
序
に
よ
っ
て
、
句
会
の
様
子
を
窺
っ
て
み
よ
う
。

鷲
峰
山
泰
山
府
君
の
花
の
下
陰
に
席
を
打
し
つ
ら
ひ
、
十
百
韻
二
通
の
品
題
を
わ
か
ち
、
卯
の
趣
を
以
筆
を
と
り
匂
を
誠
ふ
（
中

略
）
文
台
三
所
に
た
て
、
執
筆
六
人
助
筆
三
人
、
厳
か
に
目
疋
を
勤
む
。
句
者
の
人
と
誰
れ
す
、
む
る
と
も
さ
ら
に
あ
ら
で
、
我
先

キ
心
の
駒
を
放
ち
、
飛
花
を
追
ひ
雲
に
の
り
嵐
を
む
す
ぷ
に
似
た
り
。
（
中
略
）
淡
々
二
千
句
の
判
者
と
成
て
、
時
間
の
聞
に
臨
り

て
即
時
に
朱
を
散
ら
し
、
筆
を
は
し
ら
せ
、
委
る
に
い
と
ま
あ
ら
ず
。

こ
の
序
に
よ
る
と
、
淡
々
の
住
ん
で
い
た
鷲
峰
山
で
、
泰
山
府
君
の
桜
の
下
に
席
を
し
つ
ら
え
、
執
筆
ら
を
多
数
置
き
、
淡
々
が
そ
の

場
で
判
を
す
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
華
や
か
な
句
会
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
付
合
の
順
番
は
な
く
、
早
い
者
勝
ち
に
付
け
た
こ
と



が
、
「
わ
れ
先
キ
心
の
駒
を
放
ち
L

の
語
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
、
淡
々
即
点
、
早
い
者
勝
ち
の
付
合
と
い
う
や
り
方
が
、
後
に
続
け
て
行

わ
れ
、
「
放
言
交
席
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

寸
放
言
交
席
L

と
い
う
言
葉
は
、
『
門
柳
曲
』
に
初
出
す
る
。
同
書
の
湖
照
自
序
に
は
、
「
一
人
百
句
言
の
三
席
既
に
み
ち
ぬ
。
老
師
半

時
庵
と
み
に
評
あ
り
。
」
と
あ
り
、
「
正
月
廿
日
於
柳
紅
軒
一
人
百
句
放
言
交
席
」
「
二
月
八
日
於
草
帆
調
一
人
百
句
放
言
交
席
」
「
三
月
八

日
於
岸
時
楼
一
人
百
句
放
言
交
席
」
の
三
席
の
連
句
か
ら
、
付
句
が
抜
粋
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
た
付
句
の
中
に
、
「
千
句
の
挙
句
」

と
い
う
頭
注
の
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
一
人
百
句
放
言
交
席
」
は
一
日
千
句
の
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

門

淡々判の高判集

柳
曲
』

の
匂
の
作
者
は
、
三
席
と
も
九
人
で
あ
る
が
、
「
一
人
百
句
」
と
し
て
い
る
の
は
、
執
筆
も
入
れ
て
十
人
の
交
席
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
半
時
庵
と
み
に
評
あ
り
」
と
い
う
序
文
か
ら
、
『
万
国
燕
』
の
ご
と
く
、
淡
々
が
即
点
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
と
に
か
く
、
『
万
国
燕
』
の
一
日
二
千
句
ほ
ど
大
規
模
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
う
し
た
一
日
千
句
の
会
が
、
正
月
廿
日
、

二
月
八
日
、
三
月
八
日
と
、
月
次
に
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
表

E
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
門
柳
曲
』
以
後
も
一
日
千
句
会
は
続
け

ら
れ
、
淡
々
の
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
中
に
は
、
連
衆
が
十
人
集
ま
ら
ず
、
「
四
吟
一
日
五
百
韻
」
（
『
高
判
万
句
集
第
二
編
』
）

「
ム
ハ

吟
一
日
千
句
」
（
『
玉
山
記
』
）
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
半
時
庵
門
下
の
こ
う
し
た
連
句
会
は
長
く
続
け
ら
れ
、
淡
々
の
晩
年
に
は
、
富

天
が
跡
を
継
い
で
判
者
と
な
っ
て
い
る
（
『
紙
月
篇
』
）
。

一
門
の
一
日
千
句
会
の
作
品
を
出
版
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
門
の
繁
栄
を
誇
示
す
る
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
速
吟
興
行
は
、
談
林

の
矢
数
俳
譜
以
来
、
下
火
に
な
っ
た
と
は
い
え
廃
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
お
り
、
宗
匠
と
し
て
立
机
の
折
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
宗
匠
の
実
力
誇
示
の
手
段
と

L
て
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
享
保
期
に
『
一
日
千
句
』
と
題
し
て
出

13 

版
さ
れ
た
も
の
は
、
江
戸
の
如
若
の
も
の
と
、
大
坂
の
宗
宣
編
（
旧
徳
点
）
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
羅
人
や
白
羽
の
一
日
万
句
興
行
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も
耳
を
驚
か
す
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
『
嘉
定
蒲
貰
』
（
元
文
2
）
『
五
文
台
』
（
延
享
4
）
と
し
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
規

模
な
興
行
な
ら
、

そ
の
詳
細
を
一
冊
に
す
る
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
淡
々
一
門
の
よ
う
に
一
日
千
句
の
会
が
月
次
に
催
さ
れ
た
場
合
、

千
句
の
す
べ
て
を
一
々
出
版
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
千
句
の
全
貌
を
上
梓
で
き
な
い
と
い
う
制
約
は
、
逆
に
、
高
点
匂
の
み

を
抜
粋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
句
会
数
席
分
を
一
度
に
収
録
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
ま
た
他
の
点
取
俳
譜
か
ら
の
抜
粋
も
併
せ
て
出

版
す
る
と
い
う
方
法
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
淡
々
一
門
の
一
日
千
句
会
に
つ
い
て
、
前
引
の
『
翁
草
』
に
詳
し
い
4

記
事
が
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、

い
か
に
点
取
り
の
略
席
な
れ
ば
と
て
、
句
を
執
筆
に
渡
す
人
あ
れ
ば
、
宜
（
句
も
味
、
ず
し
て
、
執
筆
吟
も
済
ざ
る
内
に
御
次
を
致
さ

き
七
ひ

φι
’e

一
座
競
争
ふ
。
偏
に
雅
避
に
は
あ
ら
で
相
場
の
立
が
如
し
。

ん
と
云
、
夫
を
聞
て
又
其
御
次
を
致
さ
ん
と
、

と
、
連
句
会
は
、
各
々
が
我
勝
ち
に
白
句
を
出
し
争
う
、
騒
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
騒
々
し
さ
に
加
え
て
、
当
然
起
る

の
は
字
句
の
問
題
で
あ
っ
た
。
月
次
で
一
日
千
句
の
点
取
句
会
が
行
わ
れ
る
と
な
る
と
、
高
点
を
得
る
た
め
に
誰
も
が
思
い
つ
く
の
は
、

前
も
っ
て
趣
向
を
こ
ら
し
た
句
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
際
、
先
行
の
高
判
集
の
高
点
句
か
ら
趣
向
を
借
り
、
言
葉

を
少
し
替
え
て
用
い
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
杜
口
は
、
先
の
文
に
続
け
て
、

付
け
方
等
閑
な
る
故
に
、
前
句
は
何
に
て
も
あ
れ
、
五
十
句
百
句
と
並
べ
さ
へ
す
れ
ば
よ
し
と
云
心
に
て
、
兼
て
、
は
め
句
を
多

か

け

か

え

く

さ

き

く
情
て
、
扇
弁
鼻
紙
に
書
付
て
携
出
る
故
、
其
句
が
さ
し
合
は
f

外
の
句
を
付
ん
と
、
幾
ら
も
掛
替
を
貯
て
、
か
し
ま
し
く
句
前

を
奪
ひ
合
ふ
。

と
指
摘
し
て
い
る
o

「
は
め
句
」
つ
ま
り
、
他
の
判
者
の
高
点
句
を
作
り
替
え
て
使
う
の
で
あ
る
。
杜
口
の
、
こ
の
よ
う
な
否
定
的
な
見

解
と
は
裏
腹
に
、
淡
々
は
門
人
の
こ
う
し
た
行
動
を
容
認
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
彼
の

『
其
角
十
七
回
』
（
享
保
8
）
に
は
、
「
今
の
誹



譜
は
、
会
に
出
る
人
ん
＼
か
ね
て
句
を
こ
し
ら
へ
、
そ
の
席
に
て
案
じ
も
な
さ
で
持
行
た
る
句
を
人
の
句
に
合
せ
る
こ
と
：
：
：
」
「
一
度

人
の
し
侍
り
た
る
句
の
て
に
を
は
を
か
へ
、
白
き
を
黒
き
に
直
し
、
或
は
同
ピ
姿
に
で
も
出
せ
ば
、

ふ
た
、
び
点
の
有
事
、
判
者
の
偏

頗
：
・
」
と
い
う
、
「
さ
る
老
人
L

の
、
字
旬
、
は
め
句
へ
の
批
難
が
出
て
い
る
が
、
淡
々
は
、
源
順
や
頼
政
の
故
事
を
引
合
い
に
出
し
て

抗
弁
し
、
「
前
句
を
待
て
腹
藁
あ
ら
ば
、
昔
の
誹
士
よ
り
は
志
甚
深
し
」
「
姿
と
こ
と
葉
の
似
か
よ
ひ
た
れ
ば
と
て
、
小
事
に
か
冶
は
る

ベ
き
や
」
と
述
べ
て
い
る
。
字
句
や
は
め
句
を
問
題
に
す
る
こ
と
を
、
淡
々
は
「
小
事
に
か
h

は
る
」
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
字
句
や
は
め
句
の
容
認
は
、
連
句
と
い
う
文
芸
の
根
幹
を
犯
し
か
ね
な
い
と
こ
ろ
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

淡々判の高判集

一
句
の
面
白
味
だ
け
が
高
点
に
つ
な
が
る
の
で

あ
り
、
連
句
を
連
ね
て
い
く
そ
の
付
合
の
お
も
し
ろ
さ
や
、
全
体
の
流
れ
な
ど
は
無
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
放
言
交
席
の
連
句

淡
々
一
門
の
連
句
会
は
、
結
局
、
付
句
一
旬
の
趣
向
の
み
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た
。

は
、
外
見
は
一
日
千
句
の
十
百
韻
連
句
で
あ
り
な
が
ら
、
付
合
の
無
視
さ
れ
た
も
の
、

一
巻
全
体
を
流
れ
る
趣
致
風
韻
な
ど
は
失
わ
れ

た
も
の
、

で
あ
っ
た
。

一
般
に
、
淡
々
の
高
判
集
の
画
期
的
な
点
は
、
前
句
を
省
い
た
こ
と
で
、
そ
の
や
り
方
は
付
合
を
無
視
し
た
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
、
高
判
の
対
象
と
な
る
連
句
自
体
で
、
付
合
は
無
視
さ
れ
て
い
た
。
半
時
庵
門
下
の
連
句
会
は
、

字
句
や
は
め
句
を
出
し
合
う
騒
々
し
い
交
席
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

信）

先
に
述
べ
た
よ
う
な
、
淡
々
の
盛
ん
な
点
業
や
、
ま
た
一
門
の
速
吟
句
会
に
・
お
い
て
詠
ま
れ
た
句
は
、
ど
う
い
う
俳
風
の
も
の
で
あ

15 

ろ
う
か
。
淡
々
の
高
判
集
か
ら
、
最
高
点
の
句
を
い
く
つ
か
拾
い
出
し
て
み
よ
う
。

K
浄
ノ

山
き
れ
い
に
画
く
は
八
町
の
下
手

（
『
春
秋
関
』
）
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閉
山
車
に
喰
べ
ら
れ
し
芭
蕉
葉

矧
涙
さ
へ
十
七
八
は
お
も
し
ろ
き

川
町
白
雨
に
一
生
濡
れ
ぬ
富
士
の
山

間
飾
り
立
ら
れ
人
に
く
む
馬

蝶
我

秀
鏡

富
天

暁
雀

（
『
万
国
燕
』

（
『
烏
の
花
』

（
守
高
判
一
百
樵
』
）

ハ
門
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
春
秋
関
』
に
は
、
頭
注
の
付
さ
れ
た
句
が
見
え
る
。
た
と
え
ば
山
の
句
は
、
頭
注
が
な
け
れ
ば
大
津
絵
の
素

（2
口
同
判
万
句
集
第
二
編
』

朴
さ
を
詠
ん
で
い
る
と
は
わ
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
淡
々
の
高
判
集
の
句
は
、
概
し
て
、
前
句
が
な
く
て
も
一
句
で
意
味
の
完
結
す

る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
閣
の
、
芭
蕉
葉
を
食
べ
た
車
と
は
牛
車
で
あ
ろ
う
。
川
川
川
四
川
聞
は
、
註
す
る
に
及
ぶ
ま
い
。
千
句
の
中
に
あ

っ
て
、
目
立
と
う
と
す
れ
ば
、
や
は
り
意
外
性
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
ら
の
句
は
、

い
ず
れ
も
機
知
に
富
ん
で
面
白
味
が

麺
類
に
胡
析
を
入
ぬ
匂
ふ
宮

あ
る
。
ま
た
、
句
の
素
材
は
、
卑
俗
な
も
の
、
卑
狼
な
も
の
が
多
く
、
古
典
を
素
材
に
し
た
も
の
も
少
な
く
は
な
い
が
、

（
守
高
判
一
百
樵
』

と
、
『
源
氏
物
語
』

の
登
場
人
物
も
卑
俗
化
さ
れ
る
。

P臭
j同

た
と
え
ば

す
な
わ
ち
、
淡
々
の
高
判
集
の
俳
風
は
、
後
に
江
戸
で
出
版
さ
れ
る

の
そ
れ
と
、
似
通
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

『
誹
風
柳
多
留
』

辻
切
の
中
に
き
ょ
ろ
り
と
石
仏

『
雑
俳
史
の
研
究
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
事
例
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

（
『
門
柳
曲
L

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
宮
田
正
信
氏
が

辻
切
を
見
て
お
ハ
し
ま
す
石
地
蔵

辻
切
を
見
て
お
ハ
し
ま
す
地
蔵
尊

武
玉
JI I 

十

編

（
『
柳
多
留
』
初
編
）

江
戸
の
高
点
付
句
集
『
武
玉
川
』
に
お
い
て
、
淡
々
の
高
判
集
か
ら
の
模
倣
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

一
つ
に
は
、
淡
々
の
高
判



集
の
大
流
行
ゆ
え
の
こ
と
だ
が
、
ま
た
、
淡
々
の
高
判
集
と
、
江
戸
の
高
点
付
句
集
そ
し
て
『
誹
風
柳
多
留
』

の
、
俳
風
の
類
似
を
物

語
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
、
直
接
に
淡
々
か
ら
江
戸
へ
の
影
響
を
言
わ
な
く
て
も
、
淡
々
俳
風
の
影
響
下
に
あ
っ

た
大
坂
の
雑
俳
の
句
風
が
、
江
戸
の
点
者
、
川
柳
ら
の
前
句
付
の
作
風
の
先
駆
け
を
な
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
淡
々
の
一
旬
の
趣
向

を
尚
ぷ
俳
風
は
、
正
に
そ
の
頃
大
坂
雑
俳
の
前
句
附
の
向
ひ
っ
、
あ
っ
た
方
向
と
符
号
を
合
し
、
そ
の
進
行
に
拍
車
を
加
へ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
『
雑
俳
史
の
研
究
』
）
と
富
田
氏
は
述
べ
、
享
保
か
ら
元
文
以
後
ま
で
大
坂
に
流
行
し
た
、
軽
妙
な
前
句
付
の
句
風

は
、
淡
々
の
大
坂
帰
住
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
淡
々
の
高
判
集
が
大
坂
の
前

淡々判の高判集

匂
付
等
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
雑
俳
の
句
風
が
、

の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
江
戸
の
高
点
付
句
集
や
『
誹
風
柳
多
留
』

し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、
淡
々
自
身
は
雑
俳
興
行
を
卑
し
ん
で
お
り
、
前
句
付
や
笠
付
に
手
を
染
め
た
形
跡
は
な
い
。
『
翁
草
』
に
は
、

「
諸
州
第
っ
て
是
（
注
、
前
句
笠
付
）
に
群
る
、
其
他
の
点
者
も
世
に
連
て
、
此
点
を
為
ざ
る
は
希
な
り
。
仙
鶴
軒
吋
淡
々
持
制
大
圭

，

．

‘

は

訟

は

だ

い

や

一
計
一
等
は
前
句
笠
附
を
殆
野
し
み
悪
て
、
珊
も
点
を
せ
ず
。
」
と
、
江
戸
か
ら
来
た
仙
鶴
、
淡
々
、
そ
し
て
淡
々
門
下
の
大
圭
ら
が
、
雑
俳

に
関
わ
ら
な
か
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
口
章
で
掲
げ
た

『
翁
草
』
の
文
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
淡
々
が
京
へ
来

た
享
保
の
初
め
頃
、
京
で
は
笠
付
が
流
行
し
一
般
の
俳
譜
は
衰
退
し
て
い
た
の
だ
が
、
淡
々
は
そ
こ
へ
点
取
俳
譜
を
持
ち
込
み
、
笠
付

等
の
雑
俳
の
流
行
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
高
判
集
の
中
に
も
、
雑
俳
に
近
い
興
行
形
態
で
行
わ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
歌
仙
合
や
初
裏
合
と
し
て

一
般
か
ら
募
集
し
て
い
る
も
の
や
、
後
に
は
月
次
句
合
の
よ
う
に
一
枚
刷
を
刊
行
し
て
い
る
も
の
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
淡
々
は
そ
う

し
た
興
行
形
態
に
よ
る
高
判
集
は
出
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
雑
俳
と
の
一
線
を
画
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
高

17 

判
集
は
、
江
戸
の

『
武
玉
川
』
が
横
本
で
あ
る
の
と
は
対
称
的
に
、
常
に
半
紙
本
の
書
型
を
守
っ
た
。

つ
ま
り
、
彼
は
、
高
判
集
は
あ
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く
ま
で
も
俳
諸
撰
集
な
の
だ
と
い
う
意
識
を
持
ち
つ
守
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

淡
々
が
雑
俳
を
卑
し
ん
だ
の
は
、
彼
に
は
其
角
直
門
、
す
な
わ
ち
蕉
門
の
俳
譜
師
と
い
う
持
持
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

現
在
我
々
が
見
た
場
合
、
前
句
付
も
点
取
も
、
大
差
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
高
判
集
が
雑
俳
の
範
曜
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
場
合

す
ら
あ
る
。
し
か
し
、
淡
々
に
と
っ
て
、
点
取
に
は
其
角
と
い
う
拠
り
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
淡
々
評
の
『
判
あ
は
せ
』
や
『
半
時

庵
判
定
』
は
、
其
角
の
点
取
で
あ
る
『
末
若
葉
』

の
評
の
や
り
方
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
『
半
あ
は
せ
』
の
題
名
は
、

其
角
門
の

J
右
葉
ム
口
』
を
撮
っ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
も
、
其
角
の
継
承
者
た
ら
ん
と
し
た
淡
々
の
態
度
が
わ
か
る
。
ま
た
、
芭

蕉
の
点
印
を
子
に
入
れ
た
と
し
て
「
万
国
衣
冠
」
の
印
を
用
い
た
こ
と
、
其
角
の
「
半
面
美
人
」
の
印
を
模
刻
し
て
、
門
人
の
富
天
に
与

え
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
皆
、
蕉
門
に
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
彼
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
淡
々
の
点
取
は
、
主
（
角
と
い
う
後

循
の
も
と
に
広
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
彼
の
蕉
門
と
し
て
の
意
識
は
、
雑
俳
に
関
わ
る
の
を
正
道
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

個）

こ
こ
で
、
淡
々
自
身
の
俳
論
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
彼
の
編
に
な
る

『
紀
行
俳
談
二
十
歌
仙
」
（
享
保
山
）
中
の
「
夜
話
俳
論
」
を

見
る
と
、

ス

ナ

ホ

ヲ

ホ

ナ

ホ

イ

質
／
＼
と
い
ひ
も
て
は
や
し
て
不
才
を
覆
ふ
も
、
彼
俗
俳
に
も
遠
か
ら
ヒ
。
根
有
て
す
な
は
な
る
こ
そ
、
大
直
の
御
恵
ミ
に
も
も

れ
ま
じ
き
欺
。

（
中
略

梅
の
花
赤
い
は
赤
い
は
赤
い
は
な



水
さ
っ
と
鳥
は
ふ
は
ふ
は
ふ
う
は
ふ
は

こ
れ
ら
は
惟
然
が
地
獄
な
り
け
り
。
然
ど
も
催
馬
楽
の
お
も
か
げ
と
も
笑
ひ
む
つ
び
て
、
す
ら
／
＼
の
似
せ
物
よ
り
は
興
あ
る
べ

z

ナ
ホ

し
。
す
ら
／
＼
と
質
に
し
て
、
句
気
正
根
あ
ら
ば
、
何
を
恐
れ
ん
や
、
有
が
た
き
次
第
成
ベ
し
。

λ
ナ
ド

と
「
質
」
、
す
な
わ
ち
当
時
流
行
し
つ
つ
あ
っ
た
凡
俗
な
作
風
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
の
作
風
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
蕉
門
一
派
で
あ

aか
ん
づ
〈

る
美
濃
、
伊
勢
風
を
指
し
て
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
淡
々
は
、
こ
の
一
派
に
批
判
的
で
あ
っ
た
o

「
芭
蕉
翁
就
中
肝
を
つ
ぶ
す
ベ
し
。

是
は
蕉
翁
の
弟
子
と
云
て
、
翁
を
う
り
て
本
意
を
失
ひ
、
芭
翌
の
正
道
を
背
き
て
道
を
売
、
利
を
得
る
事
浅
ま
し
L

（
『
淡
々
文
集
」
）

と

淡々判の高判集

い
っ
た
文
章
も
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス

ナ

ホ

タ

ク

ミ

彼
自
身
は
句
作
り
の
重
点
を
、
「
質
し
に
対
立
す
る
も
の
で
「
工
」
、
す
な
わ
ち
技
巧
に
置
い
て
い
た
。
前
引
の
「
夜
話
俳
論
」
で
は

附
ヶ
勾
も
発
句
も
、
う
へ
は
和
ら
か
に
句
意
た
く
ま
し
く
、
精
神
是
を
一
的
に
そ
〉
ぎ
、
工
を
窮
め
、
変
を
極
め
ば
、
句
に
お
ゐ

て
侍
ら
ざ
る
と
い
ふ
事
な
し
。
古
人
の
こ
〉
ろ
を
奪
ふ
て
己
が
姿
を
な
す
こ
そ
専
一
な
る
べ
け
れ
。

と

一
句
の
「
工
」
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
古
人
の
こ
冶
ろ
を
奪
う
」
と
は
、
古
来
不
変
の
も
の
を
知
り
、
自
ら
の
一
句

を
工
め
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
「
四
書
五
経
、
文
選
、
史
記
、
古
文
大
家
の
詩
集
、
此
ほ
か
末
書
い
ふ
に
及
ば
ず
、

も
と
よ
り
源
氏
物
語
、
伊
勢
物
が
た
り
：
：
・
」
（
同
書
）
と
い
っ
た
和
漢
の
古
典
を
読
め
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
た
し
か
に
、
淡
々
自
身

も
古
典
の
素
養
が
深
か
っ
た
。
『
百
三
十
番
発
句
合
』
（
宝
暦
4
）
の
彼
の
評
を
み
る
と
、

一
々
、
和
歌
や
漢
詩
文
、
神
道
に
ま
で
言
及

L
て
お
り
、
評
と
し
て
の
良
し
悪
し
は
別
と
し
て
も
、
彼
の
古
典
の
素
養
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

古
典
を
学
べ
、
古
人
の
心
を
探
り
古
来
不
変
の
も
の
を
知
れ
、

と
言
い
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
己
の
風
に
詠
み
込
む
よ
う
に
心
掛
け
よ
、

19 

と
い
う
教
え
は
、
芭
蕉
の
不
易
流
行
の
論
に
も
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。
卑
俗
な
、
伊
勢
や
美
濃
風
が
流
行
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
・
お
い
て
、
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淡
々
の
こ
う
し
た
俳
論
は
、
本
来
な
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
D

し
か
し
現
実
に
は
、
彼
の
俳
譜
に
高
雅
な
趣
は
な
く
、

彼
の
高
判
集
に
は
、
人
の
目
を
引
く
奇
抜
な
勾
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
、
彼
の
高
尚
な
論
と
現
実
の
差
は
、
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
あ
ろ

P
7
か。彼

は
、
『
翁
草
』
を
は
じ
め
、
『
東
踊
子
』
や
『
宝
暦
雑
録
』
な
ど
の
当
時
の
随
筆
類
に
、

し
ば
し
ば
名
利
を
追
い
求
め
る
俗
物
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
本
稿
に
は
、
そ
う
し
た
随
筆
の
一
々
を
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
淡
々
と
同
時
代
、
あ
る
い
は
近
い
時
代
に
書

か
れ
た
そ
れ
ら
の
文
章
の
多
く
は
、
信
ず
る
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
随
筆
に
加
え
て
、
現
在
多
く
残
さ
れ
て
い
る
淡
々
の
秘
伝

書
や
系
図
な
ど
も
、
地
位
や
名
誉
を
重
視
し
た
彼
の
姿
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
名
利
を
追
う
彼
の
姿
は
、
風
雅
と
は
か
け
離
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
俳
論
が
高
尚
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
実
践
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、
権
威
付
げ
の
た
め
の
空
虚
な

も
の
で
し
か
な
い
。
む
し
ろ
、
世
俗
的
な
名
利
を
追
い
求
め
た
俗
物
の
彼
が
、
そ
の
よ
う
な
俳
論
を
も
っ
て
い
た
こ
と
自
体
、
不
思
議

た
だ
ニ
と

な
こ
と
で
あ
る
と
も
思
え
る
の
で
あ
る
。
当
時
流
行
し
て
い
た
唯
事
俳
講
を
否
定
し
た
も
の
の
、
彼
の
主
張
で
あ
る
一
旬
の
工
み
は
、

結
局
、
奇
抜
と
す
り
替
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
付
合
の
妙
や
連
句
全
体
の
流
れ
を
最
も
大
切
に
し
た
蕪
門
の
、
そ
の
系
統
に
つ

h

勺

な
る
と
自
負
し
て
い
た
は
ず
の
淡
々
が
、
皮
肉
に
も
、
世
俗
の
歓
心
を
買
わ
ん
が
た
め
に
一
匂
の
趣
向
や
言
葉
の
奇
矯
に
よ
っ
て
高
点

を
与
え
、
連
句
の
根
本
を
破
壊
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

淡
々
以
後
、
他
の
俳
譜
師
た
ち
に
よ
っ
て
高
判
集
は
興
行
化
さ
れ
‘
大
流
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
高
判
集
の
あ
り
方
に
反
省
が
生

ヒ
る
の
は
、
天
明
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
繍
山
は
、
彼
が
判
を
し
た

『
花
の
文
』

の
序
で
、
寸
近
比
迄
は
、
か
の
一
旬
の
工
に
老
て
、



ぬ
ベ
し
L

と、

つ
”
わ
た
旬

付
渡
の
こ
と
ま
た
く
捨
り
に
た
る
は
、
比
道
壁
崖
に
落
た
る
也
。
其
抜
粋
せ
る
物
、
此
前
句
を
記
せ
ざ
る
を
見
て
も
、
之
を
し
（
り
）
ぬ

一
句
の
工
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
て
、
前
句
と
の
つ
な
が
り
を
無
視
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
晴
山
と
、
彼

の
門
人
寄
笥
の
判
に
な
る
高
判
集
に
な
る
と
、
前
匂
も
共
に
抜
粋
し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
う
そ
の
頃
に
は
高
判
集
の
流
行
は
終
っ
て

い
た
。
時
あ
た
か
も
、
蕪
村
ら
が
、
芭
蕉
に
帰
れ
、
と
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

淡々判の高判集

注（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

淡
々
の
伝
記
、
俳
風
等
は
、
木
村
三
四
五
口
氏
「
松
木
淡
々
」
（
明
治
書
院
『
俳
句
講
座
3
』
）
が
詳
し
い
。

上
方
の
高
点
付
句
集
が
、
当
時
J
R
向
判
集
L

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、
永
井
一
彰
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

表

I
は
、
高
判
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
書
留
や
、
俳
書
の
一
部
に
高
点
付
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
省
い
た
。
た
と
え
ば
、

『
伊
丹
高
点
集
』
（
仮
題
、
柿
衛
文
庫
蔵
）
は
、
淡
々
ら
が
判
を
し
た
、
伊
丹
俳
人
の
高
点
付
句
の
書
留
、
ま
た
、
羅
人
三
十
三
回
忌
集
『
に
は
た

ず
み
』
（
天
明
5
、
牛
行
編
）
や
、
月
次
発
句
高
判
集
『
井
出
の
玉
川
』
（
寛
政
6
、
斗
雪
編
）
な
ど
も
、
そ
の
一
部
に
高
点
付
匂
を
納
め
て
い
る
。

『
三
年
物
』
に
つ
い
て
は
‘
永
井
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

「
享
保
持
代
の
三
中
心
」
（
『
俳
譜
史
論
考
』
）

羅
人
と
そ
の
門
人
ら
の
高
判
集
は
、
極
く
高
点
の
も
の
の
み
‘
前
句
も
共
に
あ
げ
て
い
る
。

『
高
判
万
句
集
初
編
』
で
は
こ
の
他
に
、
伊
与
の
素
大
の
独
吟
か
ら
の
抜
粋
と
、
同
じ
く
伊
与
の
牧
雨
・
五
実
の
両
吟
三
百
韻
か
ら
の
抜
粋
句
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

付
記本

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
永
井
一
彰
氏
、
藤
田
真
一
氏
、
榎
井
武
次
郎
氏
に
は
、
高
判
集
の
所
在
、
そ
の
他
、
多
く
の
こ
と
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
深

く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

21 


